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育センターでは、「教育研究」「教育研修」「教育相談」の推進をしています。「教育研究」では、

小・中学校の教育に関する様々な研究、幼児期の教育に関する基礎研究を行っています。「教育研

修」では、研究成果を土台にした教職員の専門的な研修や市民の方々への家庭教育・幼児期の教育

に関する講座などの機会を通して情報提供を行っています。また、長い歴史をもつ小学校中学校創意工夫・

研究作品展も本教育センターが担当し、子どもたちの創意・研究心の育成に向けた取組を行っています。「教

育相談」では、児童・生徒の様々な悩みに応え、自律性をはぐくむ支援ができるよう努めています。 

【Contents】 

● 幼児期の教育についての研究から見えてきたこと（P.1）

● 茅ヶ崎市小学校中学校創意工夫・研究作品展のお知らせ（P.6）

● 一人で悩まないで相談しよう－青少年教育相談室から（P.8）

乳幼児期のコミュニケーショ
ンが創る子どもの力

平成 29 年度開催 
「乳幼児期の子育ち・子育て出前
講座」より抜粋 
(講師 岡本依子氏 H29.10.21 開催) 

ヒトは子育てを前提に進化

生まれたての赤ちゃんは、未熟

な状態で生まれます。ほ乳類です

からおなかの中でもっと成熟し

て生まれてきてほしいのに、人間

の赤ちゃんは、そうではありません。 

人間の赤ちゃんは、自分で十分

な体温調節もできない、自分でご

飯も食べることもできません。で

すから、赤ちゃんが生まれた後、

大人が世話をすることで成長を

続けることができるのです。 

「ヒトという種に生まれてき

た以上、生物体として子育てをし

なくてはいけない」と考えた方が

よいのかもしれません。 

未熟でお世話が必要な 
赤ちゃん 

赤ちゃんは、感覚機能が非常に

優れた状態で生まれてきます。目

は生まれた時から見えています。

ピント調節や目をきょろきょろ

動かすことはまだできないので

すが、抱っこされると、赤ちゃん

にとってちょうどよい距離で大

人の顔が見えます。赤ちゃんは、

ぼやっとした世界に「あっ、見え

るものがきた」「これは何だろう」

と、じ～っと見つめます。見つめ

られた大人は、「あっ、目が合っ

た」と感じ、赤ちゃんに恋をして

いきます・・・。赤ちゃんは、人

教 

幼児期の教育についての研究から見えてきたこと～８年目のあゆみ 

子どもの育ちを支える大人ができることは・・・ 
子どもがみせる日々の姿から、 

子どもの成長を実感することも多いのではないでしょうか。 

見守る大人が、子どもの“今”にしっかり向き合い、寄り添っていくことの大切さを感じます。 

子どもの育ちを支える大人ができることをみんなで考えていきたい・・・。 

第１４号ではそんな思いを強くする講演内容を紹介します。 
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の顔が好きというか、二つの点

(目)を長く見つめるという性質が

あります。赤ちゃんは、目を動か

すのが上手ではありませんので、

目が合った後、じ～っと見つめま

す。お母さんは、「私を見つめて

いる・・・」と思うのです。 

また、赤ちゃんは耳がよく聞こ

えます。赤ちゃんは人の声が好き

です。何語でもよいのです。抑揚

がある人の声が大好きですので、

その抑揚に合わせて体をじたば

たさせるという性質をもってい

ます。大人が話しかけると、その

抑揚の隙間で赤ちゃんはじたば

た動くのです。どこか不器用そう

な動きで一生懸命動いてくれる。

動いてもらえると、「あっ、私に

返事した」というふうになるので、

もうちょっと話しかけようと思

います。「話しかけるとまた動い

た。もう一言話しかけよう。」ま

たじたばた動いた。これが一番初

めの赤ちゃんとのコミュニケー

ションです。

このように、赤ちゃんはできる

こともあります。「人の顔が好き」、

「人の声が好き」。これらは生ま

れながらにもっているものです。

なぜかはわかりませんが、赤ちゃ

んの注意は最初から人に向くよ

うになっています。これを「ヒト

指向性」といいます。赤ちゃんは、

「放置されたら明日はないな…」

と、多分感じているのでしょう。

だから、二つの点が視野に入って

きたらまずは見つめる。見つめる

ことで親を、「私はあなたを守る

よ」という気分にさせて、世話を

させる。さらに、声が聞こえてき

たらじたばたする。ちょっと大変

でも、親を「この子のために頑張

りたいわ」という気にさせる。赤

ちゃんは、「お世話をさせる力」

を備えて外の世界にやってきま

す。そのため、歩行や言葉はあと

から発達します。また、生まれて

みるまで何語を覚えるのか決ま

っていません。生まれた後、たく

さん聞いてから言葉を獲得しま

すので、赤ちゃんは何語でも話す

ことができるようになります。 

赤ちゃんはやりとりが 

できるか？ 

赤ちゃんなりにできることが

あって、大人のいい意味での思い

込みを使ってやりとりが成り立

ちます。ここでいう思い込みは、

赤ちゃんに向かう気持ち、赤ちゃ

んを見つめること、やりとりをし

たいなという気持ちに支えられて

います。 

それでは、言葉はどのように準

備されていくのかを挙げてみます。 

❏相互同期性

人の声が好きで反応します。

❏新生児模倣

赤ちゃんは模倣をします。ただ、 

８か月以上の明確な模倣とは違

います。赤ちゃんの覚醒状態が良

いときに、赤ちゃんの首を支えて

2～30㎝離して、赤ちゃんと目が

合ったなというところでゆっく

り口を開閉すると、赤ちゃんは、

じ～っと見つめてぎこちなく視

線が大人の口元に動きます。そし

て、赤ちゃんの口に力が入って動

きます。模倣します。これを新生

児模倣といいます。つられている

感じもあるので、共鳴動作ともい

います。 

❏サイクルの交換

赤ちゃんは動きます。この動き

にも赤ちゃんなりのサイクルが

あります。 

じたばた動いて～休憩、じたば 

た動いて～休憩・・・赤ちゃんの

サイクルに合わせて大人は話し

かけます。これは大人同士のやり

とりの基本になると言われてい

ます。大人同士でも相手が話して

いる時は話しかけません。話し終

わったかなと思うと話しかけ、自

分が話し終わるとまた相手が話

してきます。このやりとりがうま

くいっていると、「私たち気が合

ってうまく会話できているね」と

なります。

赤ちゃんはしゃべれませんが、 

やりとりできる基礎的な力をも 

っています。大人が赤ちゃんとや 

りとりがしたいと向き合ってい 

けば、やりとりはできます。サイ 

クルの交換を通して、赤ちゃんは、 

「どうも人とやりとりするのが

楽しい。しかも、音声でやりとり

しているんだ。」と気づき、コミ

ュニケーションを発見します。音

声でやりとりしていることを発

見した後、『どうも音声には「机

は机」「お水にはお水」という言

葉がある。』と気づきます。赤ち

ゃんは、やりとりすることでコミ

ュニケーションを発見して、最終

的には言葉を発見します。それで、 

言葉を身に付けようとするのです。 

コミュニケーションを
支える大人 

コミュニケーションを支える

のに、大人がいくつもやっている

ことがあります。その一つがIDS

です。IDSは、赤ちゃんに向けられ

た言葉のことです。ピッチが高く、

抑揚が大きい。発話が短く、区切

って区切って話す。繰り返しが増

える。以上のような、音声学的な

特徴があります。 

また、言っている中身も違いま

す。育児語と言いますが、犬のこ

とを「ワンワン」と言ったり、目

のことを「おめめ」と言ったりす

るように、赤ちゃん専用の語彙

（ボキャブラリー）があります。 

さらに代弁もします。例えば、

子どもが何かを食べた時に「おい

しい」と言ったりします。また、

子どもがつまずいた時に「痛くな

い、痛くない・・・」と言います

ね。「痛くない」と言っているお

母さん自身はどこも痛くないの

です。転んだ子どもの問題で、親

は泣いている子どもの代わりに

言っているのです。よくやると思

いますが、大人は子どもの考えや

感情を言語化します。子どもはし

ゃべれないですが、大人が一人二

役してしゃべることをします。こ

れを代弁と言います。 
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どうして代弁しているのか 

子どもとかかわっている方は、

代弁によって言葉を教えている

つもりは全くないと言います。 

お母さんが授乳していて赤ち

ゃんが眠ってしまった時、「もう

おなかいっぱい？」と聞きます。

これは代弁ではありません。「も

う一回いく？」と聞いて、おっぱ

いを含まそうとすると全く口に

入れません。その様子をじっと眺

めてお母さんが、「もういらない」

と代弁するのです。ここで終われ

ば赤ちゃんの気持ちがわかって

いると思ってよいのですが、面白

いのが、念のためもう一度確認す

るのですね。「もういらない？」

と確認してから授乳を終了しま

す。つまり、お母さんは、代弁す

ることによって赤ちゃんを知り

たいと思っているらしいのです。

では、どうして代弁したくなるか

というと、わからないから心配で、

通じ合いたいという気持ちが強

いからなのです。 

やりとりから 
コミュニケーション・言葉へ

どのようにやりとりから言葉

へとうつっていくのでしょうか。 

最初、子どもは指さしをします。

赤ちゃんにとって認知的には大

きな発達です。８か月くらいから

指さしを理解するようになりま 

すが、離れていてもさしているも

のがわかるというのは、自分で見

えない関係をつなぐことができ

るということです。  

次の段階は、さしている指が音

声に変わります。言葉になること

です。そうすると、指さしの代わ

りに音声に置き換えて理解でき

るようになるのです。 

指さしと言葉には決定的な違

いがあります。指さしは、目の前

にあるものしかさすことができ

ません。つまり、今ここの世界に

あるものは共通の話題として持

ち込むことができるのですが、今

ここにあるものしかできません。

しかし、言葉を使うことは、頭の

中でイメージすることですので、

今ここではないものも話題にで

きるのです。言葉を使うことは、

頭の中と密接に関係しているこ

とがわかります。 

言葉から思考・想像へ 

 実は、子どもというのは、意味

がわかる前からしゃべり始めま

す。確実に言葉を獲得してから外

に向かって使うのではなく、たく

さん言葉を使う中で獲得してい

きます。例えば「ありがとう」の

言葉の意味を知る前から、「あり

がとう」という状況を感じ取って

使うようになり、そうしながら言

葉の意味が頭の中に入ってきま

す。これが思考です。意外と気づ

いていないですが、私たちは頭の

中で言葉を使っているのです。言

い換えれば、頭の中は言葉ででき

ています。どういうことかは、言

葉を使わないで考えてみるとよ

くわかると思います。言葉を使わ

ないで考えるのは、すごく難しい

のではないでしょうか。 

 私たちの思考は、もともと音声

言語、話し言葉でできています。

よって、話し言葉を鍛えるという

のは、考える力をしっかりつくる

ことになります。言葉というのは、

今ここの世界を超えられます。頭

の中で何でも考えることができ

ます。しかも、主語と述語を入れ

替えながら頭の中で色々なもの

をつくり出すことができます。そ

れが想像です。思考と想像は、頭

の中ではほぼ同じもので、現実的

なものを思考、非現実的なものを

想像と呼んでいます。 

なぜ想像が必要か 

想像は、子どもがこれから先の

人生を生きていくうえで重要に

なってきます。 

 子どもの想像の世界は、すべて

が想像というわけではなく、現実

が反映しているものもあります。

現実世界においての願望です。

「でも、今の自分では現実的に無

理だから・・・」と、想像の世界

で実現していくのです。したがっ

て、子どもの想像のお話を通して、

子どもが何に注意を向け、どんな

ことに関心があり、どのように出

来事を捉えていたかということ

がわかります。 

 日本人はどちらかというと、想

像力を伸ばすのが苦手です。真面

目なので「嘘をついたらダメでし

ょう・・・」という話になること

が多いからです。 

実は、子どもなりに現実と区別

しているようです。「嘘と想像は

違う。嘘は人をだますために使う

ものだけど、想像というのは、人

と一緒に楽しむために使うもの

だよ。だから大丈夫なんだよ。」

と子どもに伝えてあげたいですね。 

 私は「赤毛のアン」が大好きで

す。主人公のアンは、良くない環

境で育っている時に、想像の世界

に逃げていきます。想像を使うこ

とで、現実的に子どもの力では解

決できない抜けだせない世界に

対して、体は逃げられなくても、

心だけでも逃がすということを

するのですね。 

想像力というのは、生きる力に

つながっていると言われていま

す。子どもが大変な環境に置かれ

た時、自分の気持ちを逃がすこと

が必要なのではないでしょうか。

想像力を伸ばしておくと、楽しい

だけでなく、困難に立ち向かうと

いった意味でも、子どもの将来に

いいかもしれません。 

 幼児期に想像力をしっかり鍛

えておけば、いざという時に気持

ちをどこかに逃がすことができ

ます。想像力の大事な働きだと思

います。最終的には現実と向き合

う力になっていきます。想像力を

育む元をたどっていくと、赤ちゃ

んの時に、赤ちゃんが動いている

だけなのに、半分妄想で「ごきげ

んですね」と言ったり、目が合っ

ているだけなのに、「私を見つめ

ている」と思ったりしたところか

ら始まっていたのです。 
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子どもが傍らにいることの素晴
らしさ・大変さ－乳幼児期に必
要な『経験』って何だろう？ 

平成 29 年度開催 
「乳幼児期の子育ち・子育て講
座」より抜粋 
(講師 三谷大紀氏 H29.11.9 開催) 

子育てをしていると・・・ 

子育てをしていると、冷静にな

れない時もありますね。例えば、

イヤイヤ期のお子さんを抱えて

いると、「なんで・・・」と思わ

ず怒鳴ってしまうこともあるか

もしれません。それが普通だと思

うのです。でも、少し冷静になる

と、「あっ、こういうことだった

んだ。それなのに、思わず言って

しまった。」と、後から後悔…な

んてこともあると思います。そう

いった時には、「さっきはごめん

ね。本当は○○したかったんでし

ょ。」と言えばいいと思います。

それで、十分間に合います。子ど

もの気持ちが見えた時に、言い過

ぎたことがあれば、「ごめん

ね・・・」を言うことができれば

大丈夫です。きっと、子どももホ

ッとするのではないでしょうか。 

子どもって、スゴイ！ 

ある保育園の５歳児さんたち

が、リレー遊びでの走る順を自分

たちで決めようとしていました。

しかし、二人の子が、「この順番

はゆずれない」とクラスを巻き込

んでの話し合いになりました。そ

こで保育者は、「じゃあ、どうや

って決めるかが決まったら教え

てね」と子どもたちに委ねました。 

子どもたちは一つしかない順

番をどうやって決めたと思いま

すか。ずっと話し合った結果、「に

らめっこ」で決めることに決めた

のです。「にらめっこ」の案は、

揉めていた本人たちではなく、他

の子どもから出たものでした。い

い加減話し合いをやめたくなっ

たのかもしれません。大人同士で

も、ぎゅうぎゅう話し合っている

と笑いがほしくなりますよね。子

どもたちだってそうだったのか

もしれません。でも、揉めてた本

人たちも含め納得し、「にらめっ

こで決めることにしたよ」と嬉し

そうに担任に報告しに行きまし

た。「どうしてにらめっこで決め

ることにしたの？」と保育者が聞

くと、「だってね、負けた人が笑

って終われるから・・・」と返っ

てきたそうです。 

この話を聞いた時に、この子た

ちが５歳までに積み重ねてきた

経験がこういう発想を生み出す

のに影響していると考えました。 

この園では、一人一人がとても

大切にされて、その子がやりたい

ことにとことん付き合う文化が

あります。その過程において、自

分の思い通りになった時には、相

手は、思い通りにならないといっ

たこと、つまり他者の視点に立つ

ことを自然と学んでいたように

思うのです。自分が大事にされる

からこそ、他者を大事にできる、

そんなことを子どもたちが身を

もって示してくれているように

思うのです。 

乳幼児期の子どもに必要な 
経験ってなんだろう？ 

まず大事なことは、自分の身に

なってくれる人と出会うことだ

と思います。 

「いい父親、母親になりたい」

と思うのは、当然のことです。た

だ、なりたいけどいつもはなれな

いから悩みもするし、落ち込みま

すね。色々と葛藤もするし、子ど

もの要求にいつもいつも応えら

れるわけではありません。でも、

よい親になることを目指すでは

なく、目の前の子どもを一人の人

間としてみて、あなたのことをわ

かろうとしていることを、発信し

ていくことが大事だと考えます。

「自分のことを大事にしてくれ

ている」「自分の身になろうとし

てくれている」という経験が、他

者の思いや考えに関心を向ける

きっかけになると感じるのです。

それは、何も親だけではありませ

ん。友達かもしれないし、保育園

の先生かもしれない。地域のおじ

さんかもしれない・・・。きっと、

そういう人との出会いが、その子

自身の育ちにとって大事だと考

えます。 

乳幼児期はこだわることも大

事だと思います。言い換えれば、

熱中し、夢中になり、自分なりに

試行錯誤したりすることです。そ

のことを、他者と一緒に喜んだり、

楽しんだり、悩んだりする経験を

通して子どもは育っていく考え

ます。 

「遊び込む」ことで育つ 

ある保育園での話です。０歳児

の子が、床に親指をたてて何か感

触を楽しんでいるようでした。よ

く見ていたら、床だけでなく、ラ

グマットとか、おもちゃなどさま

ざまなものをたたき、それぞれの

音の違いを楽しんでいるように

みえ、担任の先生は、「この子は

音を楽しんでいるのかもしれな

い。」と考えました。Y君が音に

興味があると考えた担任の先生

は、保育室の環境を見直し、音の

出る素材や遊具を準備しました。

その一つが太鼓でした。Y君は、

太鼓が他のモノとは違う音がす

ることを楽しみ、ばちを保育者か

ら手渡されると、早速ばちで太鼓

をたたき始め、「指とは違う

よ・・・」という感じで保育者の

顔を見ました。他の子が、ばちを

投げたり、なめたりするのに対し

て、彼は一切そうしたことをせず

に、いろいろなところを叩いて、

「違うよ」みたいな表情を見せた

ことから、先生は「音を意識して

面白がり、そのことを私と共有し

ようとしているのかもしれない
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な・・・」と思い、一緒に音の違

いを楽しんだそうです。 

大事なことは 
「応答的」であること 

注目したいことは、その子が何

を考えているのか、何ができてい

るのか、先生がわかっているとい

うことではなく、子どものしてい

ることに対して応答的であると

いうことです。子どもは０歳であ

っても５歳であっても、何かしら

発見し、発信しています。その内

容を正確に理解しているか、して

いないかが問題なのではなく、子

どもが発信していることに対し

て、私たち自身が「あっ、そうな

のね。面白いね。すごいね。」と

いうふうに、スルーしないで返す

ことが大事だと思うのです。 

担任の先生は、『「こんな音見

つけたよ」ということを自分の好

きな人に共感してほしい、一緒に

味わいたいという思いが芽生え、

そのことを楽しみ始めている。』

と言っていました。 

遊びのなかでの育ちは、見えに

くいものです。見えにくいからこ

そ、保育者は、保護者に対して、

「今日、こんなことをやりまし

た・・・」だけではなく、その子

が面白がっていること、興味・関

心をもっていること、その子が悩

んでいることなどを発信してい

くことが必要になります。実際Y

君の保護者も、園から発信によっ

て、家での遊具を見直したり、Y

君の姿を楽しんでいきます。園で

見つかったその子の好きなこと

を家庭と共有し、その子を取り巻

く大人たちがそのことを喜び、楽

しんでいく。そんな子どもに向け

られる温かいまなざしや関係が、

その子の育ちを育んでいくので

す。 

なにもお母さん、お父さんはお

子さんの好きなことを家庭だけ

で見つける必要はないのです。実

は、わが子だからこそ見えにくく

なっていることもあるのです。

「これ困るのよね・・・」という

ことが、他の人から見ると、とっ

ても素敵なことに見えるかもし

れないのです。 

子どもの思いと大人の願いの狭間 

 とはいっても、子どもの姿と私

たちがもつ願いの間で、結構ギャ

ップやズレが生まれると思いま

す。「もっと思いっきり遊んでほ

しい」と願っていても、全然遊ぼ

うとしないこともあるでしょう。 

 私が先輩研究者に相談したと

きに、「子どもは７割から８割や

りたいと思えばやる。やらない時

は、まだそのリミットまできてい

ないのだから、それをちゃんと認

めなさい。」と言われたのを思い

出します。 

大丈夫を決めるのは子ども。や

る、やらないを決めるのも子ども。 

興味のスイッチが入った時には

急にやり出すこともあるのです。

私たち大人が色んな願いを持ち、

葛藤している時、きっと子どもの

ほうも、葛藤しているのだと思い

ます。 

また、「遊び」というと、どう

しても大人の側は、名前のある遊

びをイメージします。しかし、子

どもの側から見ると、床をトント

ンしているだけでも遊び込んで

いる場合があるのです。私たち大

人が、「遊び込むこと」「子ども

の好きなこと」、そしてそこで、

楽しんだり、葛藤していることを、

子どもの側から考えることが必

要なのです。

「する」か「しない」かを含め、

自分のことを自分で決める経験

が、その子の世界を広げると思っ

ています。 

ただ、子どもの遊びを見ている

と、「危ない！」ということもや

るので、ヒヤヒヤします。イライ

ラすることも多かったり、ついつ

い他の子と比べてしまったりす

ることもあるかもしれません。

子どもの要求に応えられない

ことだってあるわけです。その時

には、「それは無理だよ」と、説

明したらいいのです。親だって人

間です。育児書や私が言ったから

無理するのは禁物です。応答的に

やっていくしかないです。ただし、

「本当は、ぼく・わたしだってや

りたいんだよ」といったように自

分の気持ちを思いっきり出せる

場面も、つくってあげたいですね。 

子どもとともにある 
大人のあり方 

子育てにおいて、我が家の場合、

我が家だけで考えたわけではあ

りません。保育園時代の親仲間、

園の先生とか先輩研究者とか、色

んな人に話を聴いてもらってい

ます。親にとって、自分自身がで

きていないことを安心して話せ

る関係が大事だと思います。子育

てを孤育てにしない。今の時代、

自分たちだけで育てるのは大変

です。大人が、私は私なりに頑張

っているというように認めても

らえる関係をつくりたいですね。

何も大勢の子育て仲間を作る必

要はないです。自分の本音を話せ

る相手がいれば大丈夫です。 

子どもだってそうですよね。

「苦しんでいる、大変だ・・・」

ということを、一緒に「大変だよ

ね」と言ってくれる人がいること

で安心感をもつと思います。 

子どもが生き生きしていくた

めには、私たち自身が生き生きし

ていることが大事だと思います。

それは、「私たちが肯定的に認め

られる関係や場をつくる」という

ことです。 

また、私たちの横顔と後ろ姿も

大事だと思います。私たち親が、

いろいろあるし大変だけれども、

「まあ、なんとかなるか・・・」

という雰囲気を醸し出し、日々の

生活を楽しんでいることが、実は

結構大事だと思うのです。 

子どもと大人の間で、あるいは、

大人同士、地域の人、園や学校の

先生、こういった役所の方々との

間で、「おもしろいね」「よかっ

たね」「不思議だね」「すごいね」

「大丈夫？」、間違った時には「ご

めんね」、助かった時には「あり
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がとう」といったそういう言葉が

応答的に交わされる時は、少～し

子育ての負担が、大変さが和らぐ

んじゃないかなと思います。 

子どもの傍らに、楽しそう、幸

せそうな人たちの関係や雰囲気

が身近にあることが大事なので

す。子どものために何ができるか

と思った時に、子どもの傍らにい

る大人自身が幸せそうであるこ

と、楽しそうにしていられること

が、むしろ大事なんじゃないかな

ということを最近感じています。 

【研究研修担当】 




